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●ネオ・タオＧ作品展      ３月４日（木）～ ８ 日（月）�

●平成15年度つやま生活美術習作展　�

　　　　３ 月13日（土）～15日（月）�

●第20回日本習字岡山県北書道展�

３ 月20日（祝）～22日（月）�

●第13回日本画「みどり会」展�

３ 月24日（水）～28日（日）�

大島　純�
チェロリサイタル�

とき：12月15日（月）午後６時30分開演　ところ：ベルフォーレ津山　演奏：大島　純（チェロ）、
上田晴子（ピアノ） 入場料：一般2,500円、学生1,000円 問い合わせ先：大島さん323‐6139へ

とき　３月20日（祝）午後１時30分～４時30分
ところ　グリーンヒルズ津山リージョンセンター
《調査報告》　
日上畝山古墳群の発掘調査ほか
《講　　演》　
演題　技術の発展からみる日本建築の特徴
講師　伊原惠司さん（東京芸術大学客員教授）
※備中櫓の建築技術にもふれます
参加費　無料
問い合わせ先　市教委文化課324‐8413へ

■第22回津山市文化財調査報告会�

築
城
４
０
０
年
だ
よ
り�

〜
忘
れ
去
ら
れ
た
石
〜�

築
城
時
に
切
り
出
さ
れ
た
石
が
谷
川
か
ら
出
現
！�
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津
山
城
の
石
垣
に
使
用
し
た
石
材
は
、
現
在
の

市
内
大
谷
地
区
や
金
屋
地
区
一
帯
の
山
々
か
ら
切

り
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
証
明
す
る
よ

う
に
、
石
山
寺
の
境
内
と
そ
の
近
く
の
八
畳
岩
付

近
の
石
切
場
跡
に
は
、
岩
盤
に
石
を
切
り
出
す
と

き
に
打
ち
込
ん
だ
く
さ
び
の
跡
（
矢
穴
）
が
は
っ

き
り
と
残
り
、
市
の
重
要
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
昨
年
、
石
山
登
山
道
近
く
の
谷
川
で
、
津
山
城

築
城
時
に
切
り
出
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
石
が

見
つ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
石
は
、
大
人
一
抱
え
ほ

ど
の
大
き
さ
で
石
切
場
跡
と
同
じ
形
の
矢
穴
が
数

か
所
あ
り
、
平
成
10
年
に
襲
っ
た
台
風
10
号
の
後
、

川
底
か
ら
姿
を
現
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
矢

穴
の
大
き
さ
や
発
見
さ
れ
た
場
所
な
ど
か
ら
考
え

て
築
城
時
に
切
り
出
さ
れ
た
石
の
一
部
で
あ
る
こ

と
は
間
違
い
な
く
、

何
ら
か
の
理
由
で

お
城
ま
で
運
ば
れ

な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
地
元
町
内
で
は
、

こ
の
石
を
「
忘
れ

去
ら
れ
た
石
」
と

命
名
し
、
「
津
山

歴
史
時
代
絵
巻
〜

築
城
大
石
曳
き
〜
」

の
イ
ベ
ン
ト
で
、

い
っ
し
ょ
に
曳
く

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

��

　
築
城
４
０
０
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
で
は
、

地
元
町
内
会
の
協
力
に
よ
り
「
忘
れ
去
ら
れ
た
石
」

や
市
指
定
重
要
文
化
財
の
「
津
山
城
石
切
場
跡
」

な
ど
を
多
く
の
人
に
見
学
し
て
も
ら
う
た
め
、
チ

ラ
シ
を
作
成
し
、
案
内
表
示
板
を
設
置
し
ま
し
た
。�

　
チ
ラ
シ
は
津
山
婦
人
青
年
の
家
に
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
車
で
お
越
し
の
場
合
は
、

津
山
婦
人
青
年
の
家
に
駐
車
し
、
案
内
表
示
板
に

従
っ
て
見
学
し
て
く
だ
さ
い
。�

※
３
月
27
日
以
降
「
忘
れ
去
ら
れ
た
石
」
は
、

津
山
城
跡
正
面
入
り
口
付
近
に
移
動
・
展
示
さ

れ
ま
す�

築
城
石
切
場
見
学
コ
ー
ス
を
設
定�

やぐら�

平成16年（2004）は津山城築城４００年�

お
お
い
し 

び�


